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「信仰者の死と生き方」 

〜和解と祝福と方向性〜 

 

ヘブライ人への手紙 11章 

20信仰によって、イサクは、将来のことについても、ヤコブとエサウのために祝福を祈りまし
た。  
21信仰によって、ヤコブは死に臨んで、ヨセフの息子たちの一人一人のために祝福を祈り、 
杖の先に寄りかかって神を礼拝しました。 

 22信仰によって、ヨセフは臨終のとき、イスラエルの子らの脱出について語り、 
自分の遺骨について指示を与えました。 

＊＊＊ 

今日のメッセージは信仰者たちの死について、そして生き方についてです。 

それぞれ旧約聖書のなかに記録されている内容を土台に考えてみましょう。 

 

1）アブラハムの死・イサクの死 

創世記２５：7-11 

7アブラハムの生涯は百七十五年であった。 8アブラハムは長寿を全うして息を引き取り、
満ち足りて死に、先祖の列に加えられた。 

 9息子イサクとイシュマエルは、マクペラの洞穴に彼を葬った。 
その洞穴はマムレの前の、ヘト人ツォハルの子エフロンの畑の中にあったが、  
10その畑は、アブラハムがヘトの人々から買い取ったものである。そこに、アブラハムは妻サ
ラと共に葬られた。 

11アブラハムが死んだ後、神は息子のイサクを祝福された。イサクは、ベエル・ラハイ・ロイ
の近くに住んだ。 

 

イサクの死 

創世記 35：27-29 

27ヤコブは、キルヤト・アルバ、すなわちヘブロンのマムレにいる父イサクのところへ行った。 

そこは、イサクだけでなく、アブラハムも滞在していた所である。  
28 イサクの生涯は百八十年であった。  
29 イサクは息を引き取り、高齢のうちに満ち足りて死に、先祖の列に加えられた。 
息子のエサウとヤコブが彼を葬った。 

＊＊＊ 



アブラハムが亡くなった時、イサクだけでなく奴隷だったハガルから生まれたイシュマエルも

一緒に彼を葬りました。 

同じようにイサクが亡くなった時、長い間、仲違いをしていた息子のエサウとヤコブが父イサク

を埋葬しました。 

 

これらはそれぞれ父アブラハム、父イサクの息子たちに対する長い間の祈りだったのではな

いかと思います。 

 

私たちが平安に、喜びを感じつつ生きるために必要なものは「生理的充足欲求」と「関係的充

足欲求」が満たされる時だと言われます。生理的充足欲求とは「食べたり飲んだり」という生

物的な肉体の要求からのものです。 

関係的充足欲求というのは「人との関わりによって生まれる安心感」「人といる時に味わえる

絆の充足感」と言えるかもしれません。 

そして年齢が進めば進むほど、生理的充足欲求は減少する傾向があり、逆に関係的充足欲

求が増大する傾向があると言われています。 

そして、関係的充足欲求の土台には愛がありますから、それは実は神様が期待し、神様が喜

ばれるものです。 

 

それを考えると、アブラハムもイサクも仲違いしていた二人の息子が埋葬に参加しています

から、父自身は生前それを味わえたかどうか、わかりませんが、息子たちの行為は神様を喜

ばせる行為だったと言えると思います。ある意味で父の死が兄弟を近づけたということにもな

りました。 

 

2）ヤコブの死・ヨセフの死 

創世記 49章 29-50章 14節 

 

ヤコブは臨終を前にヨセフとヨセフの息子たちを祝福しています。イスラエルという名前がでて

きますがこれは旧姓ヤコブのことです。 

創世記 48章 8-21節を参照してください。 
48：8 イスラエルは、ヨセフの息子たちを見ながら、「これは誰か」と尋ねた。  
9 ヨセフが父に、「神が、ここで授けてくださったわたしの息子です」と答えると、父は、「ここへ
連れて来なさい。彼らを祝福しよう」と言った。  
10 イスラエルの目は老齢のためかすんでよく見えなかったので、ヨセフが二人の息子を父の
もとに近寄らせると、父は彼らに口づけをして抱き締めた。 



11 イスラエルはヨセフに言った。「お前の顔さえ見ることができようとは思わなかったのに、な
んと、神はお前の子供たちをも見させてくださった。」 

12 ヨセフは彼らを父の膝から離し、地にひれ伏して拝した。  
15そして、ヨセフを祝福して言った。 
「わたしの先祖アブラハムとイサクがその御前に歩んだ神よ。 

わたしの生涯を今日まで導かれた牧者なる神よ。 

16わたしをあらゆる苦しみから贖われた御使いよ。 
どうか、この子供たちの上に祝福をお与えください。 

どうか、わたしの名とわたしの先祖アブラハム、イサクの名が 

彼らによって覚えられますように。どうか、彼らがこの地上に 

数多く増え続けますように。」 

・・・ 

21 イスラエルはヨセフに言った。 
「間もなく、わたしは死ぬ。だが、神がお前たちと共にいてくださり、きっとお前たちを先祖の国

に導き帰らせてくださる。 22わたしは、お前に兄弟たちよりも多く、わたしが剣と弓をもってア
モリ人の手から取った一つの分け前（シェケム）を与えることにする。」 

＊＊ 

創世記 49章にはヤコブは息子たちへの神様からの言葉を伝え祝福している場面がでてきま
す。そして息子たちに預言的な言葉を残したのち 

49章 
33ヤコブは、息子たちに命じ終えると、寝床の上に足をそろえ、息を引き取り、先祖の列に加
えられた。 

 

ヨセフの死 

50：22～26 

22 ヨセフは父の家族と共にエジプトに住み、百十歳まで生き、  
23エフライムの三代の子孫を見ることができた。マナセの息子マキルの子供たちも生まれる
と、ヨセフの膝に抱かれた。 

24 ヨセフは兄弟たちに言った。 
「わたしは間もなく死にます。しかし、神は必ずあなたたちを顧みてくださり、この国からアブラ

ハム、イサク、ヤコブに誓われた土地に導き上ってくださいます。」 

25それから、ヨセフはイスラエルの息子たちにこう言って誓わせた。 
「神は、必ずあなたたちを顧みてくださいます。そのときには、わたしの骨をここから携えて上

ってください。」 

26 ヨセフはこうして、百十歳で死んだ。 
人々はエジプトで彼のなきがらに薬を塗り、防腐処置をして、ひつぎに納めた。 



＊＊＊ 

ヤコブ（イスラエル）もヨセフも臨終を前にして息子たちに会っています。そして彼らと彼らの子

供達を祝福しています。それはまさに偉大な家庭礼拝の時間になりました。神様からの祝福

の約束を 

受け取る時間になったからです。人生の終わりに息子たちや孫たちに祝福を祈ることができ

るとはなんと幸いなことでしょう。ヤコブは子供達のことで苦労しました。大事にしていたヨセフ

がエジプトに売られてしまうことになったからです。しかし、大いに関係的充足欲求が満たされ

る経験をします。そして神様からの祝福が受け継がれていくのです。 

ヨセフは若い頃、さんざん苦労しますが、その苦労は神様によって報われ、兄弟とも和解し、

祝福を言い残し、行先を示しつつ世を去りました。 

 

3）まとめ：和解と祝福を残し、行先を示しつつ世を去るという生き方 

私たちは彼らと同じように人生の終わりを迎えます。 

その際、私たちは、いわゆる関係的充足欲求を満たされてこの世を去れるでしょうか。 

神様は、私たちに対してイエス様をお遣わしになり、神様との関係における充足欲求を満た

そうとしてくださいます。 

まずは、それが関係的充足欲求の基本形です。 

それを土台にして、他の人たち、身内や兄弟との間に関係修復をしていくのが私たちの人生

における大きな役割です。 

そして、残された人たちがどこに向かったら良いのか、何を大切に生きれば良いのかを示す

ことができたら、さらに素晴らしい生き方なのだと思います。 

 

しかし、中心人物が去ると、何某かの問題が勃発する可能性を私たちは知っています。 

だからこそ、私たちには常に「和解の福音」と「希望をもたらす福音」とが生きている間 

常に必要なのです。 

 

＊＊＊＊ 

Youtube での MACF 礼拝映像は 

https://youtu.be/TMxgRNdA37M 
どうぞお楽しみください。 

 

https://youtu.be/TMxgRNdA37M

